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ダム場の強い PMN-17PT とランダム場の弱い PMN-56PT の単結晶について広帯域ブリルアン散乱なら
びに角度分解ラマン分光測定を行った。 PMN-56PT 結晶では、ナノサイズ極性領域のダイナミクスを調
べるためにブリルアン散乱の温度依存性を詳しく測定した。音速と音波吸収の挙動から強誘電相転移温
度 TC ～533 K、 バーンズ温度 TB ～ 673 K, ナノサイズ極性領域が動的・静的転移をする中間温度 





ていることを実験から実証した。  強いランダム場のある PMN-17PT 結晶では、角度分解ラマン散乱測
定によりナノサイズの不均一構造である 化学秩序領域の空間群は立法晶系の Fｍ-3ｍ 、ナノサイズ極











より調べた。従来の報告にはなかった最も振動数の低い TO1 モードを 2 THz 付近に見出し、ラマン分
光法の測定と合わせることにより結晶のマクロな対称性は P－1 であることを見出した。また、この振動モ




審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 強誘電性は中心対称性のない極性点群に属する結晶に起こりうる外部電場で反転可能な自発分極を
持つ性質であり、その高い誘電率や、圧電性、焦電性、電気光学性などにより産業界で重要な機能性材
料の一つである。本論文は、ノーマルな強誘電体、量子常誘電体、巨大圧電効果や巨大誘電率などの
巨大な外場応答で注目されているリラクサー強誘電体について、微小領域の弾性的性質を非破壊・非接
触で測れる顕微ブリルアン散乱法、並びに角度分解ラマン分光法を用いて、その強誘電相転移のダイナ
ミクスやナノ極性領域の対称性などを初めて明らかにした独創性と新規性の高い優れた研究である。上
述したこれらの研究成果は、ペロフスカイト構造の酸化物強誘電体のナノ極性領域やその強誘電相転移
のダイナミクスを実験的に解明した最新の研究であり、リラクサー強誘電体、ノーマル強誘電体、量子常
誘電体の物性理解だけではなく磁性を含むマルチフェロ物質などへの波及効果など、今後の物質工学、
固体物理学等の進歩に大きく貢献できる優れた研究と判断される。 
 
〔最終試験結果〕 
 平成２９年 ２月１４日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
